
【参考資料4】     施策メニューの重点化の検討について

はしる ～走行空間計画～ とめる ～駐輪計画～ しくみ ～放置自転車対策 まもる ～啓発活動計画

「新潟市公共交通及び自転車で移動しやす
く快適に歩けるまちづくり条例」

○自転車走行空間の整備
○歩行環境の整備

○利用者ニーズを踏まえた駐輪場整備 ○自転車ルールの啓発
○自転車利用の推進
○市街地でのレンタサイクルの拡充
○エコ通勤の推進

第40回（平成25年度）新潟市「市政世
論調査」
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4本柱の
重み付け

「移動しやすいまち」を実感していただくた
め、満足度向上のため、他の柱より重点
を置き取り組むことを基本とする。

「はしる」「まもる」に続いて取り組むことを
基本とする。

「まもる」に続いて取り組むことを基本とす
る。

①放置禁止区域の拡大

満足度向上のため、「はしる」の次に重点
的に取り組むことを基本とする。

施策メニュー
今後の方針

関係課会議において、推進委員会での意見や条例、市政世論調査結果、市の課題等を踏まえ、下記事項に該当する施策メニューについて、最重点、重点、その他と
位置付ける。

最重点
最も重点的に取組む項目

①ネットワーク路線の自転車走行空間の
確保

④まちなかの駐輪場整備 ②交通安全教室の開催
③街頭での直接指導

第1回推進委員会意見

○自転車走行空間整備に関する意見
（57件）

○まちなかの駐輪場整備や盗難されにく
い駐輪場整備に関する意見（6件）

○放置自転車対策に関する意見（1
件）

○自転車ルールの啓発に関する意見
（25件）
○レンタサイクルに関する意見（3件）

第1回推進委員会結果や「移動しやすいまちづくり条例」や市政世論調査結果、市の課題を関係課で協議を行い。4本柱の重み付け、施策メニューの今後の取り組み方針を検討した。 ●公共交通及び自転車で移動しやすく
快適に歩けるまちづくり条例

○「とめる」「しくみ」については、放置自転車に対する問題が都心部のみであると考
えられ満足、不満の割合は他と比べ低い

○「移動しやすいまち」を実感するために
は、自転車走行空間整備が重要
○「はしる」は満足度が低く、不満の割
合が最も高い

○「まもる」は満足度が最も低く、不満の
割合も高い

●関係課会議での検討結果

自転車に関する
記載を整理

会
議
で
の

結
果

○上記以外 ○上記以外

②ネットワーク路線以外の新築・改築路
線の自転車走行空間の確保

②新潟駅周辺の駐輪場整備 ②撤去の強化
⑥撤去自転車のリサイクルの推進

最も重点的に取組む項目 確保 ③街頭での直接指導

重点
最重点項目の次に重点的に取

組む項目

①注意喚起看板等の設置
⑤レンタサイクル
⑥チラシやHP等による情報発信

その他
継続的に取り組む、または必要
に応じて検討する項目

－ ○上記以外
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自転車に関する取り組みの満足度
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障害物がなく、バリアフリー化された歩道が整備されている
魅力的で楽しめる、まち歩きコースが設定・整備されている
道路に自転車が通行する空間が連続的に整備されている

駅やまちなかに駐輪場があり、放置自転車対策が図られている
地域内での生活バス路線の充実や乗合タクシーの運行が図られている
鉄道やバスで都心部へ気軽に行き来できる利便性が図られている

都心部で利用しやすい公共交通が整っている
段差や天候などを気にせずに駅やバス停留所を利用できる

車で安全・快適に走行することができる道路が整備されている
道路交通の渋滞対策が図られている

まちなかや商業施設などを利用する際に、駐車場が十分にある
鉄道やバスに乗り継ぐための駐車場が十分にある
一人ひとりが交通マナーを守る環境が育まれている

その他
無回答

「移動しやすいまち」を実感するために必要だと思うこと

n=1964（複数回答）自転車関係

●第40回（平成25年度） 新潟市「市政世論調査」 「移動しやすいまち」を実感するためには、
自転車走行空間の整備が最も重要

「はしる」は満足度が低く、
不満の割合が最も高い

「まもる」は満足度が最も低く、
不満の割合も高い

「とめる」「しくみ」については、
放置自転車に対する問題が
都心部のみであると考えられ
満足、不満の割合は他と比べ
低い

「とめる」「しくみ」については、
放置自転車に対する問題が
都心部のみであると考えられ
満足、不満の割合は他と比べ
低い


